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議題 

第 10回科学委員会会合に付属する拡大科学委員会 
2005年９月 5 - 8日 台湾、台北 

 
 
１．開会 

1.1  参加者の紹介 
1.2  会議運営上の説明 

 
2. ラポルツアーの任命 

 
3. 議題及び文書リストの採択 

 
4. SBT漁業のレビュー 

4.1  国別報告書の発表 
 （メンバーが提出したレポートの説明を行う） 
4.2  事務局による漁獲量のレビュー 

  (事務局がメンバーによって報告された最新の漁獲量を発表する） 
 

5. 管理手続き 
 (科学委員会は以下に続く議題のもと、みなみまぐろ管理手続きの開発及びその実
 施について第 6回資源評価グループの報告書を検討する) 
 5.1 オペレーティングモデルと管理手続き候補の選択 
 5.2 メタルールとその実施における課題 
  
6. SBTの評価、資源状況及び管理 

(会合は第６回資源評価グループ会合報告書から提起された問題を、以下に続く議題
 のもと検討する) 

 6.1 漁業指標及び評価結果のレビュー 

 6.2 SBT資源の状況 
   (科学委員会は最新の SBT 資源評価及び状況について資源評価グループ
  会合の結果をレビューする) 
 



 
 
6.3  資源状況の報告書 
  (科学委員会は 他のマグロ類地域漁業管理機関 及び FAO漁業資源モニ 
  タリングシステム/全世界漁業情報システム(FIRMS/FIGIS)に配布するた
  めの資源状況報告書を準備する) 
6.4 SBTの管理勧告 

(科学委員会は CCSBT12のために、SBT資源管理の勧告を行う) 
 

 
7. SRP（科学調査計画）の実施 

7.1 SBT漁獲の特徴 
  (事務局はメンバーからの漁獲報告に関し簡単な発表を行う) 

7.2 CPUEの解釈と分析 
  (CPUEモデリング運営委員会が報告を行う) 

 7.3 科学オブザーバー計画 
(メンバーは CCSBT オブザーバー基準の実施について報告する。メンバ
ーは各国 SBT漁業の全般にわたる本件の実施に関しても報告を行う。メ
ンバーは自国オブザーバープログラムからどのデータを CCSBT データ
ベースに提供できるか検討する。国際オブザーバープログラムと投棄魚

に関する課題を CCSBT12で検討するための議論を行う) 
 7.4 SBT 標識放流計画 

(事務局は 2004-2005年漁期における表層漁業標識放流計画に関する報告
を行う。オーストラリア、台湾、日本及びニュージーランドは、各国が

管理するはえ縄漁業における標識放流に関し発表する。2005－2006年は
5年計画で行っている表層漁業標識放流計画の最終年である。科学委員会
は表層漁業標識放流計画の将来について検討する必要がある。公海にお

けるアーカイバルタグ計画に関する RMA 割当方法について検討する必
要がある。)  

 7.5  加入モニタリング 
(現在の加入量の予測より、メンバーはこの分野における調査の必要性を
検討する) 

 7.6  直接年齢査定 
(メンバーは第 8回科学委員会で合意された計画に基づき収集した耳石及
びその読み取りについて簡単な発表を行う。ニュージーランドが年齢査

定の原則についてアドバイスを求めている） 



7.7 他の SRPの要件 
 
8 データ交換 
 8.1 2005年データ交換のレビュー 
 8.2 2006年データ交換における必要事項 

(事務局は 2005年のデータ交換を基に 2006年データ交換における必要事
項を用意する。メンバーは 2006 年用に提案された作業案をレビューし、
必要となる適当な作業一連を提供する) 

 8.3 データ交換ワークショップ 
 (メンバーは SC9(パラグラフ 109）で提案されたワークショップの開催の
 必要性と CCSBT によって採択されたデータ処理方法の改正とその文
 書化に関し検討する） 

 
9. インドネシアの漁獲のモニタリング 

(科学委員会はインドネシアからの漁獲報告についての位置づけ及び将来のあり方
を再考し、拡大委員会に対しインドネシアからのデータが科学上必要であるとい

う勧告の準備をする。この勧告はインドネシアの拡大委員会への加盟の必要性の

判断に使われる) 
 

10.  生態学的関連種作業部会 
(次回の ERSWS会合の議題案は合意されておりその中に科学調査優先事項を扱う
議題が含まれている。科学委員会は優先事項について検討し、ERSWG に対し勧
告を与える) 

 
11. 調査死亡割当 

(科学委員会は調査計画をカバーするメンバーの RMA の要求を検討し CCSBT12
に勧告する) 

 
12. 2006年の作業計画, 予定表及び調査予算 
 12.1 2006年資源評価のための必要事項 
 12.2 その他の作業計画の必要事項 
 12.3 提案された 2006年調査活動の概要、予定スケジュール及び予算 
  的措置 
 
13. その他の事項 
 



14. 会合報告書の採択 
 
15. 閉会 
 
 




